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国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
ア
ジ
ア

太
平
洋
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
主
催
す
る

「
観
光
交
流
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
６
月
９
日
、

モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
開
か
れ

た
。
旅
行
会
社
、
自
治
体
な
ど
日
本
か
ら
１
１
０

人
が
参
加
。
モ
ン
ゴ
ル
側
は
旅
行
会
社
、
マ
ス
コ

ミ
な
ど
２
６
０
人
が
出
席
し
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
「
持
続
可
能
な
観
光
」
を
通
じ

た
「
貧
困
の
撲
滅
」
と
い
う
世
界
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
日
本
の
海
外
旅
行
者
数
は

年
間
約
１
千
８
百
万
人
。
日
本
人
観
光
客
が
モ
ン

ゴ
ル
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
ホ
テ
ル
代
や
土
産
代
な

ど
が
現
地
に
支
払
わ
れ
れ
ば
、
日
本
の
政
府
開
発

援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
７１
億
６
３
０
０
万
円
（
０４
年
度
）

に
匹
敵
す
る
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
。
「
世
界

か
ら
尊
敬
さ
れ
る
日
本
」
を
め
ざ
す
戦
略
的
�
観

光
外
交
�
の
一
環
と
し
て
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

開
催
さ
れ
た
。

【
江
口
英
一
】

今
年
は
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
外
交
関

係
樹
立
３５
周
年
記
念
の
年
。
こ
の
記

念
す
べ
き
年
に
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
開
催
す
る

こ
と
は
大
変
有
意
義
だ
。

日
本
か
ら
お
越
し
の
代
表
団
の
皆

様
に
は
、
こ
の
機
会
に
モ
ン
ゴ
ル
の

歴
史
と
文
化
遺
産
に
つ
い
て
で
き
る

だ
け
広
く
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
観
光
の
特

徴
で
あ
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
伝
統
文
化

を
お
伝
え
し
た
い
。

外
交
関
係
樹
立
以
来
、
日
本
と
モ

ン
ゴ
ル
は
活
発
な
文
化
交
流
を
続
け

て
き
た
。
同
時
に
、
日
本
か
ら
の
多

大
な
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に

対
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
政
府
と
国
民
は

大
変
感
謝
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
両
国
の

友
好
関
係
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を

望
ん
で
い
る
。

両
国
か
ら
３
７
０
人
が
参
加
し
た

主催者あいさつ

日
本
人
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
よ
く

耳
に
す
る
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
は
歴
史

的
に
み
て
大
変
力
あ
ふ
れ
る
民
族
だ

と
い
う
こ
と
。
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン

は
モ
ン
ゴ
ル
の
力
強
さ
を
象
徴
し
て

い
る
。

先
日
、
横
綱
白
鵬
が
誕
生
し
、
大

相
撲
の
最
高
位
で
あ
る
東
西
の
両
横

綱
の
地
位
を
モ
ン
ゴ
ル
人
の
力
士
が

占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
く
の
日

本
人
が
あ
ら
た
め
て
モ
ン
ゴ
ル
の
力

強
さ
を
感
じ
て
い
る
。

観
光
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
モ
ン
ゴ
ル
の
魅
力
は
多
様
性
に

満
ち
て
い
る
が
、
ま
だ
十
分
に
日
本

人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
自
然
に
加
え

て
、
馬
頭
琴
や
ホ
ー
ミ
ー
と
い
っ
た

伝
統
音
楽
は
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
と
ル

ー
ツ
を
同
じ
く
す
る
と
言
わ
れ
る
日

本
人
の
心
に
訴
え
る
も
の
が
あ
る
。

日
本
人
が
モ
ン
ゴ
ル
を
さ
ら
に
訪

れ
や
す
く
な
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
。

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
０５
年
の
統
計
に
よ

れ
ば
約
１
万
３
千
人
の
日
本
人
が
モ

ン
ゴ
ル
を
訪
れ
た
。
一
方
時
間
的
に

も
距
離
的
に
も
同
様
な
ベ
ト
ナ
ム
に

は
約
３２
万
人
の
日
本
人
が
訪
れ
た
。

日
本
で
は
時
間
・
経
済
的
に
余
裕

の
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
が
海

外
旅
行
市
場
の
牽
引
役
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
団
塊
世
代
の
７
百
万
人
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
事
だ
ろ

う
。日

本
人
旅
行
者
は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
何
に
魅
力
を
感
じ
る
の

か
。
雄
大
な
自
然
、
興
味
深
い
歴
史
、

日
本
に
は
な
い
都
市
の
景
観
、
日
本

人
に
対
し
て
友
好
的
で
あ
る
こ
と
、

人
と
人
と
の
触
れ
合
い
、
食
文
化
、

服
飾
、
芸
能
、
芸
術
、
独
特
の
土
産

品
な
ど
だ
。
全
て
を
満
た
す
必
要
は

な
い
が
、強
い
印
象
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
人
旅
行
者
の
要
求
水
準
は
極

め
て
高
い
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層

は
特
に
高
い
。
安
全
性
、
清
潔
で
衛

生
的
な
食
事
と
宿
泊
施
設
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、
国

際
航
空
便
と
陸
上
交
通
の
利
便
性
、

日
本
語
ガ
イ
ド
の
質
な
ど
に
こ
だ
わ

る
。
一
方
、
一
度
満
足
す
れ
ば
フ
ァ

ン
に
な
り
、
口
コ
ミ
で
評
判
を
広
げ

て
く
れ
る
。
永
続
的
な
応
援
団
と
な

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
は
日
本
人
旅
行
者
を
引

き
つ
け
る
潜
在
力
に
満
ち
て
い
る
。

広
大
な
草
原
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
地

平
線
、
満
天
の
星
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
世
界
の
統
一
者
チ
ン
ギ
ス
ハ

ー
ン
に
ま
つ
わ
る
伝
説
な
ど
観
光
素

材
に
事
欠
か
な
い
。

モ
ン
ゴ
ル
に
親
し
み
を
感
じ
る
日

本
人
は
多
い
。
日
本
人
の
乳
児
に
は

蒙
古
斑
が
あ
る
。
大
相
撲
の
幕
内
以

上
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
関
取
が
１０
人

い
る
。
横
綱
朝
青
龍
に
続
い
て
、
白

鵬
が
先
月
末
、
横
綱
に
昇
進
し
た
。

両
横
綱
に
モ
ン
ゴ
ル
の
観
光
大
使
と

な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

日
本
か
ら
の
受
入

態
勢
を
整
え
る

道
路
・
交
通
・
観
光
省
の
副
大
臣

に
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
感
想
を
。

「
両
国
の
観
光
文
化
交
流
に
と
っ

て
大
変
意
義
深
か
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル

を
訪
れ
る
日
本
人
観
光
客
は
年
間
約

１
万
３
千
人
。
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

日
本
人
観
光
客
誘
致
の
た
め
、
観
光

施
設
の
拡
充
や
日
本
語
ガ
イ
ド
の
養

成
な
ど
様
々
な
受
け
入
れ
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
」

日
本
人
観
光
客
に
査
証
の
取

得
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

日
本
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
直
行
便
が

少
な
い
こ
と
な
ど
が
、
障
害
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
０４
年
か
ら
団
体
査
証
の
発
行
を

始
め
た
。
今
後
は
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
国
際
空
港
到

着
時
に
そ
の
場
で
査
証
を
発
行
す
る

こ
と
を
検
討
中
だ
。
在
日
本
モ
ン
ゴ

ル
大
使
館
で
の
査
証
発
給
手
数
料
の

引
き
下
げ
も
検
討
す
る
。
将
来
的
に

両
国
間
で
査
証
相
互
免
除
が
実
現
す

れ
ば
す
ば
ら
し
い
と
思
う
」

「
ミ
ア
ッ
ト
モ
ン
ゴ
ル
航
空
の
Ｃ

Ｅ
Ｏ
ら
幹
部
と
と
も
に
村
山
関
西
空

港
社
長
、
大
阪
府
、
和
歌
山
県
、
神

戸
市
の
方
々
と
本
日
会
談
し
た
。
関

空
の
第
２
滑
走
路
が
８
月
２
日
に
供

用
開
始
に
な
る
の
で
発
着
便
数
を
増

や
し
て
欲
し
い
と
い
う
申
し
出
を
受

け
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

は
５
月
か
ら
１０
月
。
増
便
は
観
光
シ

ー
ズ
ン
の
中
で
検
討
す
る
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
メ
ン
バ
ー
達
は
、
モ
ン
ゴ
ル
は

食
事
が
お
い
し
い
、
ホ
テ
ル
の
質
も

高
い
と
評
価
し
て
い
た
。

「
０９
年
に
は
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市

内
に
５
つ
星
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
・
ホ

テ
ル
が
開
業
す
る
。
サ
ボ
イ
・
ホ
テ

ル
、
ホ
リ
デ
イ
・
イ
ン
の
建
設
計
画

も
進
行
中
。
い
ず
れ
も
０９
年
ま
で
に

完
成
す
る
予
定
だ
」

モ
ン
ゴ
ル
で
は
観
光
産
業
は

ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
か
。

「
省
名
に
あ
る
通
り
、
道
路
・
交

通
・
観
光
の
重
要
度
を
並
列
に
位
置

づ
け
て
い
る
」

観
光
ガ
イ
ド
な
ど
観
光
産
業

従
事
者
の
所
得
は
ど
う
か
。

「
日
本
語
ガ
イ
ド
は
他
の
外
国
語

の
ガ
イ
ド
よ
り
も
高
収
入
だ
。
ガ
イ

ド
に
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
段
階
の
等
級
が
あ

り
、
収
入
も
変
わ
っ
て
く
る
。
た
だ
、

観
光
ガ
イ
ド
の
仕
事
は
５
月
か
ら
１０

月
の
旅
行
シ
ー
ズ
ン
に
限
ら
れ
て
し

ま
う
の
が
難
点
だ
」

ど
の
国
の
観
光
客
が
多
い

か
。「

０６
年
に
モ
ン
ゴ
ル
に
入
国
し
た

外
国
人
は
３８
万
５
９
８
９
人
。
１
位

中
国
、
２
位
ロ
シ
ア
、
３
位
韓
国
、

４
位
米
国
、５
位
日
本
の
順
だ
っ
た
」

日
本
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

「
大
草
原
の
中
で
モ
ン
ゴ
ル
人
と

触
れ
合
い
、伝
統
的
な
風
習
や
食
事
、

音
楽
な
ど
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
下
さ

い
。
日
本
の
皆
様
が
安
全
に
旅
行
で

き
る
環
境
を
整
え
て
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
」

０６
年
の
全
世
界
の
外
国
旅
行
者
数

は
対
前
年
比
４
・
５
％
増
の
８
億
４

千
２
百
万
人
と
な
っ
た
。
外
国
旅
行

者
数
は
０５
年
に
比
べ
て
３
千
６
百
万

人
増
加
し
た
。

そ
の
う
ち
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は

１
千
２
百
万
人
増
加
し
、
シ
ェ
ア
は

３３
％
だ
っ
た
。

０６
年
の
世
界
の
外
国
旅
行
者
の
地

域
別
訪
問
人
数
で
は
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
は
１
億
６
千
７
百
万
人
で
世

界
全
体
で
の
シ
ェ
ア
は
２０
％
。
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
は
世
界
第
２
位
の
訪

問
先
と
な
っ
た
。
９５
年
に
１５
％
だ
っ

た
シ
ェ
ア
は
、
０６
年
に
は
２０
％
に
上

が
っ
た
。

０６
年
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
訪

問
し
た
外
国
旅
行
者
の
動
向
だ
が
、

ア
ジ
ア
太
平
用
全
体
の
対
前
年
の
伸

び
率
は
７
・
６
％
だ
っ
た
。
内
訳
を

み
る
と
、
北
東
ア
ジ
ア
が
７
・
４
％
、

東
南
ア
ジ
ア
が
９
％
、
オ
セ
ア
ニ
ア

が
０
・
３
％
、
南
ア
ジ
ア
が
１０
・
１

％
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
を
含
む
オ
セ
ア
ニ
ア
の
落
ち
込
み

が
激
し
い
。

０６
年
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
全
体

で
１
千
２
百
万
人
を
超
す
外
国
人
旅

行
者
の
増
加
が
あ
っ
た
。
域
内
の
内

訳
を
よ
り
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
北

東
ア
ジ
ア
の
増
加
分
が
６
４
０
万
人

で
５５
％
を
占
め
て
い
る
。

００
年
か
ら
０６
年
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
年
平
均
成
長
率
は
７
・
１
％

で
、
世
界
平
均
の
３
・
５
％
の
倍
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
は
９
％
の
伸
び

を
示
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
地
域
は

１
％
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

０１
年
の
９
・
１１
テ
ロ
の
影
響
が
多
分

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

０５
年
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
訪

問
し
た
外
国
人
旅
行
者
が
出
発
し
た

地
域
を
み
る
と
、
域
内
の
シ
ェ
ア
が

７８
％
を
占
め
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が

ア
ジ
ア
か
ら
ア
ジ
ア
へ
の
旅
行
だ
。

モ
ン
ゴ
ル
へ
の
外
国
旅
行
者
の
増

加
を
考
え
た
場
合
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
中
で
も
シ
ェ
ア
の
高
い
北
東

ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
行
者
を
伸
ば
す
こ

と
が
最
も
有
効
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
０７
年
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
概

観
す
る
。
全
世
界
の
好
ま
し
い
経
済

状
況
の
中
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
４
・
９
％

増
加
。
外
国
旅
行
者
数
は
４
％
増
の

持
続
的
成
長
を
遂
げ
、
８
億
７
千
万

人
に
な
る
だ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
は
こ
の

う
ち
８
％
増
の
１
億
８
千
万
人
に
な

る
と
予
測
さ
れ
る
。

単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 基

調
講
演
／
講
演

モンゴル観光交流促進シンポジウム

開催日：２００７年６月９日（土）
場 所：モンゴル国ウランバートル市ＳＴＡＴＥ ＨＯＵＳＥ（国会議事堂）メインホール

主 催：世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）、国土交通省、モンゴル道路・交通・観光省、アジア太平洋観光交流センター（ＡＰＴＥＣ）
後 援：在モンゴル日本国大使館 協力：日本旅行業協会（ＪＡＴＡ）、日本財団

開会式
主催者あいさつ モンゴル政府内閣官房長官、日本・モンゴル外交関係樹立３５周年記念実行委員会委員長 Ｓ．バドボルト

モンゴル道路・交通・観光省副大臣 Ｇ．シーリグダンバ
国土交通省顧問 丸山博
世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）アジア太平洋センター代表 本田勇一郎

来賓あいさつ 在モンゴル日本国大使館特命全権大使 市橋康吉
関西国際空港代表取締役社長 村山敦

基調講演
「モンゴル観光の現況」モンゴル道路・交通・観光省観光局長 Ｇ．ヨンドンゴンボ
「２００６―２００７年 世界・アジア観光概観」世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）アジア太平洋センター代表 本田勇一郎

講演
「日本人ツーリストにとってのモンゴル観光」日本旅行業協会（ＪＡＴＡ）理事長 梅田春実
「観光における鉄道の役割と可能性―日本の事例」ＪＲ西日本グループ 嵯峨野観光鉄道代表取締役社長 長谷川一彦
「モンゴルの文化、自然の魅力」札幌国際大学教授 松田忠徳
「モンゴルの観光資源と商品開発」持続的ツーリズム開発センター所長 Ｄ．ガンテムール
「民族観光 西モンゴル�ホブドにおける観光開発事例」モンゴル国ホブド県知事 Ｇ．ニャムダヴァー

観光ワークショップ
「ＪＡＴＡメンバーとモンゴル旅行業界による意見交換」
ＪＡＴＡ・国際業務室副部長 片桐美徳、日本通運・首都圏旅行支店営業第１課課長 大峽弘久、ＪＴＢ西日本・西日本海外旅行団体販売
部航空第１課長 桑村琢、日本旅行・営業企画本部海外旅行事業部主任 村上信二、ＫＮＴ・首都圏ホリデイ事業部ホリデイ企画４課 逸
見千明、エーペックスインターナショナル・代表取締役社長 村井哲夫、阪急交通社・東日本営業本部メディア営業２部担当課長 田中慎
二 （敬称略）

国連世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）
観光の振興・発展により世界の経済的発展、国際平和、人権尊重などに寄与することが目的。１９７５年に設立、２００３年国
連専門機関化。本部はスペインのマドリッド。加盟国数は１５０カ国。

世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）アジア太平洋センター（本田勇一郎代表）
アジア太平洋地域の観光交流拡大を目的に１９９５年、大阪に設立されたＷＴＯの地域センター。アジア太平洋地域の２５カ
国・２地域が加盟・準加盟している。

アジア太平洋観光交流センター（ＡＰＴＥＣ、野村明雄会長＝大阪商工会議所会頭、
本田勇一郎理事長）
ＵＮＷＴＯアジア太平洋センターの活動支援を主な目的として１９９５年、大阪に設立された財団法人。同センターと一体
で活動している。

ＡＰＴＥＣ
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○面積 １５６万６５００平方��（日本の約４倍）
○人口 約２５６万人（日本の約５０分の１）。人口

の約半分がウランバートルに集中
○首都 ウランバートル（特別市）
○気候 大陸性気候で年間を通じて乾燥している。
○時差 ３月下旬から９月下旬はサマータイムで時差なし。

通常は日本より１時間遅れ。
○旅行 ５月から１０月が比較的過ごしやすく、旅行シーズン。

１１月から４月は極寒。
日本からモンゴルへの旅行者数は１万３０９２人（０４年
度）。

○航空 ミアットモンゴル航空がウランバートルまでの直行
便を運航している。
成田から週３便（１１月～３月は週２便）。関空から
週２便（７・８月のみ）。中部から週１便（７・８
月のみ）。

○通貨 単位はトゥグルグ（Tg）。１０トゥグルグ＝約１円
○民族 ハルハ族が約７５％、他にカザフ族、バヤド族など。
○言語 モンゴル語（表記はキリル文字＝ロシアのアルファ

ベット）
○宗教 モンゴル仏教（ラマ教）、イスラム教など。
○高度 全土平均で海抜１５８０�。ウランバートルも海抜１３５１

�と高い。
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きらびやかな民族衣装

豆知識
○生活 ウランバートル市以外に住む多くのモ

ンゴル人は、今でも移動式テントのゲ
ルに居住し、伝統的な遊牧民の暮らし
をしている。

○相撲 日本の大相撲はモンゴルでも放送され
ている。モンゴル出身の力士、白鵬、
朝青龍、旭鷲山らは国民的英雄。

○土産 民族衣装（デール）、馬頭琴（モリン
・ホール）、カシミヤ製品、革製品など

○援助 モンゴルに対する日本の政府開発援助
（ＯＤＡ）は７１億６３００万円（０４年度）。
そのうち政府貸付を除いた贈与分は４９
億７６００万円。

○感情 大相撲とＯＤＡの影響もあり親日感情
は非常に強い。
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ロシア建築の外観が目を引
く自然史博物館。世界有数
の恐竜化石の産地、ゴビ砂
漠で出土した化石・標本な
どを展示

外交関係樹立３５周
年を迎える２００７年
は「モンゴルにおけ
る日本年」です。


